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平成 20年度文部科学技術振興調整費「女性研究者支援モデル育成」

東京医科歯科大学 「女性研究者への革新的支援」事業

東京医科歯科大学 研究支援員配備モデル事業

平成 22年 2月 2日

■統括責任者

谷口 尚 副学長

■研究支援員配備モデル事業リーダー

大学院医歯学総合研究科教授 谷口 尚

大学院疾患生命科学研究部部長 鍔田武志

■モデル事業に関する問い合わせ

女性研究者支援室特任教授 荒木葉子

〒113-8510 文京区湯島 1-5-45 三号館 477号室

TEL:03-5803-4921 FAX:03-5803-0246
E-mail：info.ang@mri.tmd.ac.p

http://www.tmd.ac.jp/mri/ang/
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■はじめに

東京医科歯科大学は、平成 20 年度文部科学省技術振興調整費「女性研究者支援モデル育成」の委託

事業（平成 23年 3月終了）に採択され、女性研究者支援室では、様々なモデル事業を展開しています。

出産・育児等、あるいは女性特有な疾患によりキャリア継続に困難を感じている女性研究者に研究支

援員配備事業を昨年度に引き続いて行います。

■研究支援員配備事業の概要

□決定までの流れ

１．研究支援員配備を希望する女性研究者は、申請理由、配備されたことによる期待される効果、研

究計画書を記載し、所属長の印のある申請書を女性研究者支援室に提出する。

２．選考委員会で採択者を決定する。

３．継続者：研究支援員に変更がない場合は、雇用を継続する。

４．新規採択者あるいは継続者で研究支援員に変更があった者：

１）研究者本人が研究支援員を募集し、選出する（注：女性研究者支援室では募集は行わない）。

注：研究支援員は、研究者の研究業務の支援が目的であり、事務補佐などは認めない。

モデル事業の意義に則り、研究支援員のキャリア形成にも役立つことがより望ましい。

２）研究支援員の任用について、研究主任者の許可を得る。

３）女性研究者支援室に研究支援員の候補者に関する書類を提出する。書類の内容に関しては女性

研究者支援室の指示に従う。

４）女性研究者支援室から承認の通知を得てから、正式に研究支援員を雇用する。研究支援員の所

属は女性研究者支援室となる。

□決定後の流れ

１．定められた形式で勤務状況を確認する。

２．規定のモニターシート提出を行う。

・対象となる女性研究者自身の研究の補助

あるいは

・対象となる女性研究者が同室教室員と行っている共同研究の補助

支 援

研 究 支 援 員

男女いずれでも可

女 性 研 究 者
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申請要項

１．対象者

東京医科歯科大学に所属する女性教員（特任・寄附講座等を含む）、研究員または医員であり（注：

医員の場合、研究費を取得していることが条件。大学院生は含まれない）、妊娠・育児（小学校 3年生

まで）、または女性に多い疾病により、研究支援員の配置を必要とする方

平成 20，21年の採択者も申請可

２．利用期間

平成 22年 4月 1日～平成 22年 9月 30日 の半年間

週 30時間以内かつ限度額内

３．募集人数： 10名程度（採用者の雇用時期、時間により、人数は変動する可能性あり）

４．申請方法：①本申請書に必要事項を全て記入の上、所属長承認印されたオリジナル（コピー不可）

を女性研究者支援室宛に送付する。②所属長印の入った e-mail および fax での申請期限までの申請も

可能とするが、必ず、所属長承認印されたオリジナルを女性研究者支援室宛に送付する。

４．応募期間：平成 22年 2月 2 日～2月 15 日

５．利用者決定：平成 22年 2月 22 日

以上
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女性研究者支援プログラムによる研究支援員採用申請書

平成 年 月 日

申 請 者

所属：

職位：

氏  名：            ㊞

内線番号： （PHS ）

e-mail： (携帯以外必須)

所属長 氏 名
㊞

内線番号：

e-mail：

研 究 支 援 員 を

必 要 と す る 期 間

平成 年 月 日 ～ 年 月 日

週 時間勤務

研究テーマ

研 究 支 援 員 を

必 要 と す る 理 由

お子さんの人数や年齢、本人以外の保育者の有無など：

病気：

その他（具体的に）：

研 究 支 援 員

の 採 用 に

より期待される効果
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研 究 実 施 計 画

（平成 2 2 年度）

研究テーマに関する

これまでの業績の大

要 （ 主 要 論 文 ）


